
ボッチャ体験教室

開催日：2019年10月23日、30日

時 間（両日とも）：18:00～20:00

本イベントは、教育改革推進事業『学生による学生のための学内スポーツ振興』の一環として企画・実施しています。
主催：首都大学東京大学教育センター（体育担当） 連絡先：西島 壮（t-nishijima@tmu.ac.jp、042-677-2972）

参加者募集

場 所：荒川キャンパス体育館 持ち物：屋内シューズ（着替えは不要）

医療従事者を目指すからこそ
障害者スポーツを体験したい！！

ボッチャとは
パラリンピック公式種目で、誰でも楽しめるカーリング型の競技。
障害でボールを投げることができなくても、補助具を用いて
参加できることが大きな特徴。

QRLコードからアクセスし、
氏名・学科・学年を記入し
て送信してください。当日
の飛び入り参加も可能です。

対 象：健康福祉学部の学生・大学院生なら誰でも参加可

講 師：杏林大学理学療法学科の学生５名（ボッチャ公認審判員）

定員 30 名
https://www.parasapo.tokyo/topics/990

申込方法

https://forms.gle/1qFxokDZKSSJuDZQA

そんな学生に向けた体験教室を開催します。講師は昨年に引き続き、皆さんと同じように理学療法士を目
指しながらボッチャの普及活動を行っている杏林大学の学生さん達にお願いしました。なぜ勉強も忙しい
のにボッチャの普及に携わっているのか。障がい者スポーツの魅力は何か。学生同士だからこそできるコ
ミュニケーションを通して、障がい者スポーツの魅力を発見してみましょう。少しでも興味のある学生は
是非、友人も誘ってご参加ください！！

２３日は主に初心者を対象とした内容、
３０日はより発展的な内容になります。

どちらか１日だけの参加も可能です。


